
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
設
計

と
そ
の
耐
震
の
専
門
家

で
あ
る
森
重
晴
雄
氏
は
、

東
電
が
公
表
し
た
損
傷

個
所
の
写
真
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

ま
す
。

の

●
溶
融
流
下
し
た
デ
ブ
リ

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
溶
か
し
た
。

格
納
容
器
は
基
底
部
に

鋼
鉄
製
の
円
筒
の
イ
ン
ナ

ー
ス
カ
ー
ト
を
据
え
、
更

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

補
強
し
、
筒
状
の
基
礎
構

造
（
ペ
デ
ス
タ
ル
）
と
し

重
い
原
子
炉
圧
力
容
器
を

支
え
ま
す
。
事
故
時
一
二

〇
〇
℃
以
上
と
推
定
さ
れ

る
燃
料
デ
ブ
リ
が
流
下
し
、

ま
ず
ペ
デ
ス
タ
ル
内
部
の

底
に
溜
ま
り
そ
れ
が
ペ
デ

ス
タ
ル
開
口
部
付
近
か
ら

あ
ふ
れ
出
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
溶
か
し
ま
し
た
。
左

写
真
の
上
部
に

写
っ
て

い
る
乳
状
突
起
が
デ
ブ
リ

に
よ
っ
て
溶
か
さ
れ
て

い
っ
た
証
拠
で
す
。

鋼
材
は
一
五
〇
〇
℃

く
ら
い
ま
で
は
溶
け
ま

せ
ん
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

《天恵の海》
２０２３（令和 ５年）

７月 ５日

第２４７号
編集事務局 S.Oshida
ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ 再処理/岩手の環境

/RI 廃棄物 (coocan.jp)

《本紙の全バックナンバー掲載》

福
島
第
一
原
発
事
故
で
放
出
さ

れ
た
大
量
の
放
射
能
に
よ
り
近
づ

く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
原
子
炉

内
部
の
実
態
が
よ
う
や
く
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

昨
年
五
月
東
京
電
力
は
、
一
号

機
の
原
子
炉
を
支
え
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
構
造
物
（
ペ
デ
ス
タ

ル
）
の
映
像
を
公
表
。
高
熱
の
燃

料
デ
ブ
リ
の
流
下
に
よ
っ
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
溶
け
基
礎
部
分
の

「
鉄
筋
が
露
出
」
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年

三
月
、
更
に
詳
し
い
内
部
全
周
写

真
も
発
表
し
ま
し
た
。

圧
力
容
器
は
約
四
四
〇
㌧
も
あ

り
、
内
部
の
燃
料
デ
ブ
リ
の
残
渣

や
構
造
物
、
ペ
デ
ス
タ
ル
上
部
と

合
わ
せ
る
と
一
千
ト
ン
前
後
あ
り

震
度
五
強
以
上
の
地
震
で
支
え
切

れ
ず
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
格
納
容
器
破
損

の
可
能
性
、
さ
ら
に
格
納
容
器
に

近
接
し
て
屋
上
階
に
は
使
用
済
み

核
燃
料
プ
ー
ル
が
あ
り
、
転
倒
の

影
響
で
プ
ー
ル
の
冷
却
水
が
漏
出

す
る
と
使
用
済
み
核
燃
料
の
溶
融

に
よ
る
放
射
能
放
出
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

本
会
か
ら
お
願
い
し
て
、
川
田

龍
平
参
議
院
議
員
か
ら
本
年
五
月

一
〇
日
、
こ
の
件
に
関
し
て
政
府

に
質
問
主
意
書
を
提
出
し
て
頂

き
、
五
月
一
五
日
政
府
答
弁
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

乳状突起

ペ
デ
ス
タ
ル
の
開
口
部
付
近
か
ら
燃
料
デ
ブ

リ
が
あ
ふ
れ
出
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
溶
か
し

鉄
骨
を
露
出
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

イ
ン
ナ
ー
ス
カ
ー
ト
（
鋼
鉄
製
）

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/


は
三
〇
〇
℃
も
あ
れ
ば
爆

裂
を
起
こ
し
崩
壊
し
ま
す
。

鉄
筋
だ
け
で
、
圧
力
容
器

と
ペ
デ
ス
タ
ル
上
部
を
支

え
ら
れ
る
の
か
、
疑
問

原
子
炉
本
体
で
あ
る
圧

力
容
器
約
四
四
〇
㌧
と

ペ
デ
ス
タ
ル
の
上
部
構

造
を
含
め
て
一
〇
〇
〇

㌧
前
後
の
重
量
物
を
、
損

傷
し
た
下
部
が
支
え
て

い
ま
す
。
基
礎
部
分
に
損

傷
を
受
け
た
ペ
デ
ス
タ

ル
で
今
後
も
倒
壊
し
な

い
と
言
え
る
か
、
で
す
。

原
子
炉
転
倒
す
れ
ば
大
惨
事

圧
力
容
器
ご
と
転
倒
し
、

格
納
容
器
を
破
損
し
た

場
合
、
内
部
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
た
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
、
直
ち
に

環
境
汚
染
が
始
ま
り
ま

す
。
更
に
、
格
納
容
器
に

近
接
し
た
屋
上
階
の
使

用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル

が
破
損
し
冷
却
水
が
喪

失
す
れ
ば
、
溶
融
、
放
射

性
物
質
の
さ
ら
な
る
放

出
に
つ
な
が
る
重
大
事

故
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

早
急
な
危
険
回
避
の
処

置
が
必
要
で
す
。

質
問
一

政
府
の
各
省
庁

の
審
議
会
の
対
応
は
？

政
府
答
弁

昨
年
六
月
二

〇
日
の
規
制
委
員
会
・
原
子

力
施
設
監
視
委
員
会
第
百

回
会
合
に
お
い
て
「
格
納
容

器
の
損
傷
が
拡
大
し
た
場

合
放
射
性
物
質
の
環
境
へ

の
影
響
を
出
来
る
だ
け
小

さ
く
す
る
方
策
」
の
検
討
を

指
示
し
た
。

質
問
二

原
子
炉
格
納
容

器
や
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
（
容

器
の
固
定
装
置
）
は
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
時
に
破
損
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
？

政
府
答
弁

該
当
部
分
は

放
射
線
量
が
高
く
調
査
を

行
う
こ
と
が
困
難
で
「
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
時
に
破
損
し
た

も
の
か
」
及
び
「
ス
タ
ビ
ラ

イ
ザ
ー
の
遮
蔽
壁
と
の
固

定
の
健
全
性
に
つ
い
て
」
は

承
知
し
て
い
な
い
。

質
問
三

国
際
廃
炉
研
究

開
発
機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）
が

「
ペ
デ
ス
タ
ル
の
四
分
の

一
を
損
傷
し
て
も
耐
震
性

に
問
題
な
し
」
と
す
る
見
解

を
公
表
し
た
が
今
回
の
撮

影
調
査
で
は
、
そ
れ
以
上
の

「
二
分
の
一
以
上
の
損
傷
」

で
あ
る
。

政
府
答
弁

本
年
五
月
の

調
査
で
も
ペ
デ
ス
タ
ル
損

傷
の
全
体
状
況
は
明
ら
か

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
放
射
線

量
が
高
く
補
強
を
行
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
圧
力
容

器
、
ペ
デ
ス
タ
ル
の
固
有
振

動
に
就
い
て
の
情
報
は
把

握
し
て
い
な
い
。

質
問
四

東
電
は
「
今
後
数

か
月
か
け
て
ペ
デ
ス
タ
ル

の
耐
震
性
を
調
べ
る
」
と
し

て
い
る
が
、
遅
い
。

政
府
答
弁

対
応
が
遅
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

質
問
五

国
は
な
ぜ
倒
壊

防
止
策
を
東
電
に
指
示
し

な
か
っ
た
の
か
？

政
府
答
弁

格
納
容
器
内

部
の
放
射
性
物
質
閉
じ
込

め
機
能
維
持
方
針
を
定
め
、

本
年
度
中
に
達
成
す
る
よ

う
指
示
し
た
。

質
問
六
、
仮
に
圧
力
容
器
な

ど
の
上
部
構
造
物
が
デ
ブ

リ
上
に
落
下
し
た
な
ら
ば
、

廃
炉
作
業
は
更
に
困
難
と

な
る
が
ど
う
か
？

政
府
答
弁

安
全
、
着
実

な
廃
炉
が
検
討
さ
れ
る
よ

う
監
視
・
指
導
を
行
な
っ
て

ゆ
く
。

質
問
七

倒
壊
に
よ
っ
て

冷
却
水
の
喪
失
や
再
臨
界
、

屋
上
使
用
済
み
核
燃
料
の

プ
ー
ル
の
冷
却
水
喪
失
、
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
、
セ
シ
ウ
ム
な

ど
の
飛
散
等
に
よ
る
人
々

の
避
難
は
、
将
棋
倒
し
的
に

最
悪
事
態
へ
波
及
し
な
い

か
？
（
１
）
倒
壊
防
止
対
策

（
２
）
使
用
済
み
核
燃
料
の

優
先
的
取
り
出
し
（
３
）
地

上
で
の
乾
式
貯
蔵
へ
の
切

り
替
え
な
ど
策
を
講
ず
る

べ
き
で
あ
る
。

政
府
答
弁

ペ
デ
ス
タ
ル

の
補
強
は
困
難
で
あ
る
が
、

福
島
原
発
全
て
の
プ
ー
ル

か
ら
の
使
用
済
み
核
燃
料

の
取
り
出
し
を
二
〇
三
二

年
完
了
を
目
指
し
て
行
う
。

＊
こ
の
あ
ま
り
に
不
十
分

な
政
府
答
弁
書
に
、
川
田
参

議
院
議
員
は
、
森
重
氏
と
本

会
の
質
問
項
目
を
追
加
し

六
月
一
三
日
に
再
度
の
質

問
主
意
書
を
提
出
し
ま
し

た
、
政
府
答
弁
書
を
待
っ
て

い
ま
す
。

ペデスタル損傷問題の経緯
2011.3～５ .福島第一原発１号機メルトダウン

圧力容器核燃料のメルトダウン、約 1２００℃

のデブリの流下。屋上階の核燃料プールのクレ

ーンは地震で被災し使用不能となっている。

2022.5 １号機圧力容器を支えるペデスタル

の破損状況報道。

2023.3～５ 東京電力がペデスタルを水中ロ

ボットカメラで撮影。 全周にわたって下部

１ｍほどのコンクリートが溶け、鉄骨がむき

出しになっている部分が撮影され報道された。

「ペデスタル損傷による原子炉倒壊に関する「質

問主意書」質問＆答弁＆コメント（本会ＨＰ）
http://sanriku.my.coocan.jp/230519F1_1Q&A&C.pdf

上
図

震
度
五
弱
（
二
四
〇
～
五
二
〇
ガ
ル
）
の
地
震

時
に
共
振
や
坐
屈
に
よ
り
重
心
が
ず
れ
転
倒
の
可

能
性
が
あ
り
格
納
容
器
を
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

下
図

格
納
容
器
の
極
め
て
近
い
建
屋
屋
上
階
に

核
燃
料
プ
ー
ル
が
存
在
し
、
漏
水
な
ど
が
起
こ
れ
ば

核
燃
料
が
溶
融
し
重
大
事
故
の
危
険
が
あ
る
。

森重氏作成資料より


